
事業所名     グループホーム森の聖

目標達成計画 作成日：　平成　３０年　２月　２２　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かす。

運営推進会議は定期的に行っているが、出席
者が少なく、家族の参加が少ない。家族側の
意見や要望を受け入れやすい工夫を行う。

運営推進会議に家族が参加出来るように、アン
ケートを配布して、参加や意見・要望を現場での
サービスの向上に繁栄して行く。

６ヶ月

2 14

〇人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる。

高齢者に対する虐待がないように日頃より、虐
待防止法・身体拘束の禁止等の掲示物等で意
識付けを図って行く。

高齢者に対する虐待がないように日頃より、虐待
防止法・身体拘束の禁止等の掲示物等で意識付
けを図って行く。

３ヶ月

3 23

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

自分の時間を大切にしながらも人と交わりを
保っていけるよう努めていく。

閉じこもり傾向のある入居者について、行事・レク
リエーション等の参加を促し、入居者同士の交流
がし易く成るように、スタッフが間に入りコミュニ
ケーションやスキンシップを図って行く。

３ヶ月

4 15

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
て行く。

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングして
いくことを進めて行く。スタッフ一人一人のモチ
ベーションを高め仕事に対する意欲を喚起す
る。

職員の個々の能力に応じて研修に参加する。
スタッフ一人一人が目標や課題を持って現場での
サービスの向上に繁栄して行く。

３ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


